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1. はじめに 

 近年，インターネット上での動画コンテンツ

の数は増加の一途をたどっている．そんな中，

現在の動画検索は主に動画名やタグなどのテキ

スト情報に基づき行われている．しかし，テキ

ストによる検索では情報量の多い動画コンテン

ツを適切に表現することは難しい．例えば，同

一キャラクタにおける微妙な作風の違いなど，

表現に幅があるような動画の検索を行う際には，

映像内容そのものに基づく検索が必要である．

また，映像内容に基づく検索であれば，動画中

の時系列において何が映っているかを考慮でき

る．そこで本研究では，画像類似度に基づく類

似キャラクタの検索手法について検討すること

に加え，ユーザが注目したいキャラクタが映る

他の動画を検索，推薦する手法を提案する． 

2. 関連研究 

 キャラクタ登場シーンに基づく動画検索に関

する研究として，佃らはニコニコ動画 1の動画に

時刻に同期して付与されたコメント情報を利用

し，キャラクタの登場シーンと活躍度を推定し

た[1]．しかし，短いテキスト情報であるコメン

トからは動画の詳細なニュアンスを推定するの

が困難なため，多くの場合同一キャラクタはそ

の作風の幅に限らずひとまとめにされてしまう． 

高山らは，画像中のエッジ特徴や肌色領域を

抽出することで，手描きキャラクタの認識・特

定手法を提案した[2]．また，映像中からキャラ

クタを検索する研究には橋爪ら[3]の局所色ヒス

トグラムを用いた手法などがある．これらは単

一画像（フレーム）ごとにキャラクタを検出す

る手法であり，またアノテーション情報を使わ

ないため，その精度には限界がある． 

本手法では，全てを画像ベースで行うのでは

なく，動画に付与されるタグ情報を補助的に用

いることで，キャラクタが登場する動画を絞り

込む．その上で動画中の登場キャラクタに関す

る複数フレームを利用することで，映像の内容 

に基づくキャラクタの登場シーンの推定を行う． 

 

 

 

 

3. 提案手法 

 本手法では，データベース動画群に対してキ

ャラクタの顔領域の検出を行い，顔領域中の特

徴を抽出する．それに対してユーザが視聴した

いキャラクタ名と，そのキャラクタの中でも好

みの作風で描かれた顔を入力することで，入力

キャラクタが登場するデータベース動画群を抽

出し，それらの顔情報と入力顔領域における顔

情報との間の類似度を算出する．それにより，

選択したキャラクタと視覚的に類似したキャラ

クタを含む動画シーンの検索及び推薦を行う．  

3.1 ショット検出 

 動画において，シーンやカメラの切り替わり

が無く，フレームの連続性が保たれる最小区間

をショットという．同一ショットに登場するキ

ャラクタは同一人物である場合が多い．そこで

事前計算として，データベース中の各動画をシ

ョット単位に分割する．ショットの切り替わり

箇所検出には，動画の各隣接フレームとの輝度

ヒストグラムの距離を特徴量として用いた．ま

た，入力したキャラクタの顔を含む入力動画に

ついても，同様にショットを検出し，入力した

箇所を含むショット内の全フレームを，後述の

キャラクタの類似度算出のために用いる． 

3.2 顔領域検出 

 動画中のキャラクタの顔領域検出のために，

高山ら[2]の手法を参考に肌色領域抽出を行う．

得られた領域には顔以外の領域も含まれるので，

その中から顔領域を選別するために周辺画素情

報を用いる．実際の顔領域の上部には，そのキ

ャラクタ特有の髪色が現れると想定される．ま

ず，顔領域周辺の上部の画素について色相のヒ

ストグラムを求める．このヒストグラムのピー

クが，入力した顔領域上部の色相のヒストグラ

ムのピークと一致すれば，その領域を顔領域と

する．ただし，画素数や縦横比に閾値を設け，

顔領域として相応しくない領域を排除した． 

3.3 フレームの連続性を用いた顔の再検出 

 ショット内の検出顔領域のうち最も肌色領域

の比率が高いものは，正しく検出できた顔領域

である可能性が高いため，これをテンプレート

とする．顔の誤検出を改善するために，ショッ

ト内の前後フレームに対し，テンプレートマッ
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チングにより顔をトラッキングする．類似度判

定には SAD を用いた．マッチした領域を新たな

正解顔領域とみなし，フレームを前後させるご

とに各フレームでの顔領域を更新する．15 フレ

ーム以上にわたるトラッキングの場合には，テ

ンプレートを別のフレームの顔領域で置換する． 

3.4 特徴量計算 

 ここまでに得られた顔領域から，色および形

状に関する以下の 2 種類の特徴量を用いて顔領

域間の類似度を算出する．1 つ目は，色合いに関

する特徴量であるカラーヒストグラムである．

まず，顔領域を均一に 16 分割し，各領域に対し

て 64 色に減色処理を行い，1024 次元の特徴量と

する．2 つ目として，テクスチャに関する特徴量

である LBP (Local Binary Pattern)を用いる．

LBP は，局所領域の輝度値分布を用いた，濃度変

化に頑健な特徴量であるため，動画間で顔の明

るさの異なる場合などでもロバストにキャラク

タの特徴記述ができる．LBP を用いて 256 種類の

輝度パターンのヒストグラムをテクスチャ特徴

量とする．2 種類の特徴量は，総画素数で正規化

処理を行った．以上の手順でショットの全顔領

域に対して特徴量を算出し，フレーム数で正規

化を行ったものをキャラクタの特徴量とする． 

3.5 キャラクタの検索 

 まず，ユーザが視聴したいキャラクタ名を入

力すると，入力キャラクタ名に関連するタグの

付与された動画が集められる．同時に，ユーザ

はそのキャラクタが映っている既知の動画の中

から好みの画風で描かれたキャラクタの顔領域

を選択する．選択した顔領域をクエリとしてデ

ータベース動画中からキャラクタを検索する． 

3.5.1 顔領域間の類似度算出 

2 つのショットから得られた特徴量間の類似度

を，ヒストグラム交差法により計算する．カラ

ーヒストグラムと LBP それぞれについて，類似

度 CS ， LS を計算し，重みを とすると，最終

的なショット間のキャラクタの類似度 S は以下

の式(1)で表される．  

LC SSS )1(     )10(    (1) 

ここで，重み はカラーヒストグラムと LBP の

分散を考慮して決定される． 

入力した顔との類似度が高いショットから順

に推薦結果を提示することで，所望のキャラク

タに見た目が近いキャラクタが推薦される． 

4. 動画ハイパーリンクによる映像内容に基づく

動画の検索システム 

 本手法では，任意の顔領域を入力として求め

たが，これは，動画を視聴しながら気に入った

キャラクタをクリックする操作を想定している．

それによって，動画に映るキャラクタやオブジ

ェクトを仮想のハイパーリンクと見立てること

ができる．このシステムの概念図を図 1 に示す． 

 
図 1 動画検索システムの概念図 

5. 実験と結果 

 本手法を用いて，実際の動画からキャラクタ

の顔領域抽出およびキャラクタ登場シーンの推

薦を行った．本実験では，「初音ミク」という

キャラクタ名に関連するタグが付与された動画

を使用した．データベースとして用意した 2 つ

の動画における顔領域検出率を表 1 に示す． ま

た，ある入力領域に対して，類似度が高い推薦

結果として得られたシーンの例を図 2に示す． 
表 1 「初音ミク」の顔検出精度 

顔登場 

フレーム数 

顔検出成功 

フレーム数 

誤検出 

フレーム数 

顔検出率

（％） 

4104 652 1453 15.9 

 

 
図 2 入力顔領域（左）と推薦結果上位 3 例（右） 

6. まとめ 

 本稿では，キャラクタ名およびユーザの指定

した顔領域を入力として，動画コンテンツ中の

作風まで考慮した特定キャラクタ登場シーンを

推薦する手法を提案し，そのシステム応用の可

能性について検討した． 

 今後は，キャラクタの顔領域だけでなく，よ

り一般的なオブジェクトについて同様の推薦が

行えるように本システムを汎用化し，動画像中

の様々な物体に対し類似動画シーンへのリンク

を張ることを目指したい． 
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